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共働事業提案制度 事業進捗状況資料

事業の名称：子どもたちの夢と希望を醸成するこどもの居場所づくり事業

～子どもに寄り添うこども食堂～

テーマ型事業

課題テーマ：「子どもの貧困対策」

～すべての子どもたちが夢と希望をもって成長していける地域をめざして～

●市担当課：こども・若者政策課
●提案団体：特定非営利法人チャイルドケアセンター



子どもの貧困は深刻な社会問題です。家庭の経済状況によって子どもたちの環境が大きく異なり、教育や健康、

将来の可能性に大きな影響を及ぼしています。貧困の連鎖を断ち切るため、社会全体でこの問題に取り組む必

要があります。

子どもの貧困問題

子どもの貧困の原因 地域社会の役割

・地域コミュニティ
・学校との連携
・ボランティア活動
・地域拠点の活用

地域の居場所・つながり
づくり
●こども食堂
●フードパントリー・・・

●家庭環境の影響
●教育の機会の差
●社会制度の不備

行政と共働 解決方策



事業の目的

• すべての子どもたちに、人や社会と関わる力、社会で自分らしく
生き抜く力を伸ばす支援を、行政、地域、NPOなど市民の方々と
共働で取り組み、「地域のみんなで子どもを守り、育てる社会」
をつくることで、子どもの貧困問題の解消を目指していきます。



共働事業の基本スキーム



事業の内容

大野城市こども食堂ネットワークの開催（こども食堂についての情報提供・研修）

こども食堂コーディネーターの設置（運営に関する相談・情報提供）

ひとり親家庭などへのサポート事業（おれんじパントリーで食材配布）

大野城市版「こども食堂マニュアル」「こども食堂マップ」の作成、更新

（「子育てで困っている」などの対応について行政機関へのつながり先を記載）

公民館を活用したこどもの居場所づくりにつながるこども食堂の実施



事業の取組み

こども食堂ネットワーク会議

●(R5年度)第１回、第２回会議 発足式・意見交換会等

●(R6年度)第３回、第４回会議 事例報告、意見交換会

コーディネーター業務

●公民館訪問・情報交換

●こども食堂相談

ひとり親家庭へのサポート

●おれんじパントリー

こども食堂マニュアル・マップの作成

●マニュアルに「子育てで困っている」などの

相談機関を記載

●マップ作成、HPへ掲載

実行委員会

（R5年度:11回開催、R6年度:8回開催）



第１回 こども食堂ネットワーク会議
令和５年７月２４日(月)10:00-11:30：まどかぴあ 多目的ホール

井本市長の挨拶 ㊧コーディネーターの任命
㊤参加者による意見交換

参加者全員の集合写真
（計78名参加）



第２回 こども食堂ネットワーク会議
令和５年１２月７日(木)10:00-12:00：大野城心のふるさと館講座学習室

災害時におけるこども食堂の役割に
ついて意見交換

ふれあい平野食堂の事例報告
（平野台区 永野元生区長）



第３回 こども食堂ネットワーク会議
令和６年７月２４日(水)11:00-13:00：大野城市総合福祉センター 大会議室

大西良准教授による基調講演
及び意見交換会



第４回 こども食堂ネットワーク会議
令和７年２月１４日(金)13:00-15:00：大野城市総合福祉センター 大会議室

【上：会長挨拶】
【下：事例発表】



コーディネーター業務

こども食堂に出向き、衛生管理や情報発信
の手段について情報交換

こども食堂を訪問し、開催
にあたってのアドバイス

市原市議会団視察対応



ひとり親家庭へのサポート

ひとり親家庭へのサポート事業のスキーム

㊧おれんじパントリーの案内チラシ
㊤すこやか交流プラザでの受取りの様子
（R６年度はR6.5月～R7.3月までにファミリー
交流センターなどで計10回開催:延べ498世帯が
参加）



こども食堂マニュアルの作成

※「子育てで困っている、不安感がある」などの対応に
ついて、行政機関等へのつながり先をマニュアルに記載



こども食堂マップの作成

HPへ掲載



公民館を活用したこどもの居場所づくりに
つながるこども食堂の実施

公民館・・・「食べる」ことを通した「地域の人の集いの場」

※地域活動統合補助金へのメニュー追加（令和6年度～）

公民館におけるこどもの居場所づくりを推進するための

「こども食堂等推進事業補助金」

公民館と、民間のこども食堂実施団体との共催による

こども食堂が開催されるなど、新たなつながりもうまれている



目標と成果

R5年度末
（R6.7月調査）

R6年度末 R7年度末

目標①運営の課題が減り、安定的に運営ができている
と考えるこども食堂の割合

82% 61% 85%

目標②大野城市版「こども食堂マニュアル」の作成 作成 更新 更新

目標③サポート事業でつながることによって、安心感
を得たひとり親世帯等の割合

74% 80% 85%

目標④こども食堂マップの作成（新規） ― 作成 更新



新たに見えてきた課題

● こども食堂の安定的な運営

● ひとり親家庭などへのサポート

● 公民館を活用したこどもの居場所づくりにつながるこども食堂の実施

● 制度の隙間を埋める支援



令和７年度の事業内容

（１）こども食堂の運営支援

①大野城市こども食堂ネットワーク会議の開催

こども食堂に関する情報提供・食堂運営者等の意見交換 等

支援が必要な子への気づきやアプローチの仕方等に関する研修

②こども食堂コーディネーター業務

食堂運営に関する情報の収集・助言、各種サポート

運営団体の困りごとの聞き取り、課題解決



令和７年度の事業内容

（２）ひとり親家庭などへのサポート事業

こども食堂やフードパントリーを通した食材等の配布や個別対応など

必要とするサービスや情報を対象者に直接届ける取組をさらに検討

（３）こども食堂マニュアル・こども食堂マップの更新

ホームページなどで情報発信、運営団体と連携した内容の更新



令和７年度の事業内容

（４）公民館を活用したこどもの居場所づくりにつながるこども食堂の実施

未実施区への継続的なアプローチ

前年度実績の検証、次年度以降の実施についての検討

（５）制度の隙間を埋める支援

支援が必要な子への気づきやアプローチの仕方等に関する研修

困りごとを抱えたこどもなどに対する支援方法の検討



将来展望

〇 こどもの貧困問題に対する市の取組みと本事業のアプローチ

こども食堂・・・「隠れた貧困」「心の貧困」のこどもたちにも食べ物や支援を届ける機会

長く継続した実施 実施回数を増やし活発化

貧困の家庭や行政の手が届かない家庭につなげていく



将来展望

〇 「こどもの居場所づくり」

安心できる場所や機会を多くもっている ⇒ 充実感・自己認識が高くなる傾向

【民間】地域の身近な居場所づくりに必要な「ノウハウ」と「ネットワーク」

【市】 各種制度へのつなぎ、情報発信

こどもに選ばれる居場所を増やす



将来展望

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共働事業 

・アドバイス 
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・情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度以降 

〈チャイルドケアセンター〉 〈こども・若者政策課〉 


